
《5 冊まで購入可能》
官製はがきに以下の内容を明記し、結城商工会議
所（〒307-8790 結城市結城531）まで郵送
・住所、氏名（世帯主）、電話番号、希望冊数

受付後、商品券の引換券をお送りしますので、
指定の引換日・時間に引換えをお願いします。
※応募多数の場合は抽選となりますので、ご了
承ください。

引換日
期日：令和 3年 1月 16 日（土）、17日（日）
場所：市役所（新庁舎）1階　多目的スペース
※引換券の発送時に、引換日・時間を指定させ
ていただきます。

令和２年１２月２５日（金）

〈はがき表面〉
307-8790 ・住所

・氏名（世帯主）
・電話番号
・希望冊数

〈はがき裏面〉
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有効期限：令和3年2月15日（日）まで
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※取扱希望のお店は結城商工会議所まで。
　取扱店は、随時更新していきます。

追加販売決定！
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ふわり、華やかに装う。

11月7日（土）

結城紬ユネスコ無形文化遺産登録10周年

記念式典「結城紬きものショー」より



クリームシチューのポットパイ

み
ん
な
で
地
産
地
消
！
結
城
の
白
菜
白
菜

寒
さ
が
一
段
と
強
ま
る
12
月
。
ふ
と
畑
に
目
を
や
る
と
、
色
鮮
や
か
な
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。

寒
さ
に
耐
え
た
白
菜
は
、
柔
ら
か
く
甘
み
も
た
っ
ぷ
り
。
白
菜
の
本
格
出
荷
を
迎
え
、
生
産
者
は
日
々
収
穫
作
業
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

結城のブランド白菜　　　を食べてみて！
菜黄味菜黄味

結城ブランド白菜菜黄味を食べてみて！

JA北つくば結城園芸部会
秋冬白菜部　部長　濵野公男さん

見渡す限り一面に広がる白菜畑。白菜の切り出しや出荷箱への箱詰めなど、外国人研修生を雇用して十数人がかりで作業を行い、収穫後はすぐ
集荷場へ運ばれます。

収穫に使う包丁。曲がっている刃先で、白菜の根元を
きれいに切り取ります。

←詳しいレシピは14ページへ!

白菜を使ったあったかレシピ♪

なおみなおみ

　
日
本
一
の
「
白
菜
」
の
生
産
量
を
誇
る

茨
城
県
。
特
に
結
城
市
を
含
む
県
西
部
は
、

平
地
が
多
く
肥
沃
で
、
日
本
有
数
の
白
菜

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
ご
ろ
か
ら
2
月
ご
ろ
に
か
け
て
生

産
さ
れ
る
白
菜
を
「
秋
冬
白
菜
」
と
い
い

ま
す
。
J
A
北
つ
く
ば
結
城
園
芸
部
会
秋

冬
白
菜
部
は
、
約
1
3
0
人
の
生
産
者
か

ら
な
り
、
栽
培
総
面
積
は
約
3
5
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
75
個
分
）
に
も

な
り
ま
す
。

　
秋
冬
白
菜
は
、
畑
に
苗
を
植
え
た
後
、

約
2
カ
月
間
生
育
さ
せ
て
収
穫
し
ま
す
。

夏
場
の
8
月
ご
ろ
に
栽
培
が
始
ま
る
た
め
、

生
産
者
は
厳
し
い
暑
さ
と
闘
い
な
が
ら
、

作
業
に
励
み
ま
す
。

　
反
対
に
、
収
穫
シ
ー
ズ
ン
は
寒
さ
厳
し

い
時
期
。
こ
の
寒
さ
の
お
か
げ
で
、
霜
が

降
り
て
内
部
の
デ
ン
プ
ン
が
糖
化
し
、
甘

み
と
柔
ら
か
さ
の
あ
る
白
菜
が
で
き
ま
す
。

　
秋
冬
白
菜
部
で
は
、
畑
の
状
態
を
適
切

に
把
握
す
る
「
土
壌
診
断
」
を
実
施
し
、

化
学
肥
料
・
農
薬
な
ど
を
低
減
し
た
生
産

方
式
に
取
り
組
む
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
認
定
を
取
得
す
る
な
ど
、
土
づ
く
り
に

こ
だ
わ
っ
て
白
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
結
城
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る

白
菜
は
主
に
、
芯
の
部
分
が
黄

色
い
「
黄
芯
系
」
と
よ
ば
れ
る

品
種
と
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
菜
黄
味
（
な

お
み
）
」
が
あ
り
ま
す
。

結
城
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ

れ
て
い
る
菜
黄
味
は
、
柔
ら
か

く
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
、

鍋
料
理
だ
け
で
な
く
サ
ラ
ダ
な

ど
生
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。

　
結
城
市
の
白
菜
は
、
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
な
ど
首
都
圏
市

場
へ
の
出
荷
が
中
心
で
す
が
、

J
A
北
つ
く
ば
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
き
ら
い
ち
結
城
店

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　
「
結
城
の
白
菜
は
、
味
も
量

も
ま
さ
に
旬
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
甘

く
て
お
い
し
い
結
城
の
白
菜
を

た
く
さ
ん
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。」と
濵
野
さ
ん
。

地
元
の
白
菜
を
食
べ
て
、
ウ

イ
ル
ス
に
負
け
な
い
元
気
な
体

を
作
り
ま
し
ょ
う
！

全
国
有
数
の
白
菜
産
地

結
城
ブ
ラ
ン
ド

「
菜な

お

み
黄
味
」

結
城
の
白
菜
は

き
ら
い
ち
へ
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日常生活に気をつけていても、がんになってしまう人がいます。

しかし、早期発見ができれば、治療できるがんも多くなっています。
定期的にがん検診を受け、自身の健康管理に努めましょう。

今年度のがん検診は、定員に達している健診日があるため、予約を希
望する場合は、空き状況を健康増進課で確認のうえ申込みください。

※女性のがん検診は、全日程で定員となり、予約受付を終了しました。

がん検診の結果が「要精密検査」と判定された場合は、医療機関で
精密検査を受け、必要に応じて治療を受けることで、がん検診が意味
のあるものとなります。

「たまたまだろう」「自分は大丈夫」「次の検診で確認しよう」と受診
を先延ばしせず、まずは医療機関で精密検査を受けましょう。

禁煙をする
たばこは、肺がんだけでなく、さまざまながんの発生に関係していま
す。また、たばこの害は喫煙者だけでなく周囲の人にもおよびます。

規則正しい食生活をする
がんが発生する原因の約3割は食事にあるといわれています。栄養
バランスを考え、野菜をたっぷり取りましょう。

適度な運動をする
肥満とがんには関係性があると言われています。適度な運動を心が
けましょう。

ステップ2
定期的ながん検診

ステップ3
医療機関で精密検査

ステップ1
日常生活でのがん予防

地域のために！　自分のために！

介護予防サポーター
あなたもできる！　今日からできる！

がん予防

介護予防サポーター
養成講習会

高齢者が、地域でいつまでも元気に過ごすための「住民主体の地域づくり」。その一翼を担う
のが介護予防サポーターです。
地域の高齢者の介護予防支援を目的に、地域のため・人のために活動することで、“自身の介

護予防”にもつながる効果を生んでいます。

日本人のおよそ2人に1人が、生涯に一度はがんにかかる時代といわれています。
しかし近年は、早期発見・早期治療によって治せるがんも増えてきました。
元気な時から正しいがんの知識を持ち、予防に努め、がん検診を受けることが大切です。

特技や趣味を活かし、仲間と一緒に地域で介護予防活動をしませんか？

研修会で介護予防活動を学ぶ
年4回サポーターが集まり、知識や技術向
上のため研修を行っています。昨年度は、栃
木県那須町へ視察研修にも行きました。

地域の公民館で「高齢者サロン」
仲間と協力しながら準備を進め、歌や脳トレ
などを行い、参加者全員で楽しみます。

体を動かしながら
みんなで楽しく学びます！

●日　　時　 令和3年1月14日（木）・21日（木）
　　　　　　 2月4日（木）・17日（水）・26日（金）
　　　　　　 午後2時～午後4時
●内　　容　 介護予防活動に関する知識や
　　　　　　 技術の習得（座学、運動など）
●場　　所　 市役所1階多目的スペース
●募　　集　 20人
●申込締切　 12月28日（月）
●申込・問合先　 市長寿福祉課
　　　　　　 TEL 45-6672
　

介護予防サポーターの活動に
興味のある方は市ホームページまで！

　がんの発生には、タバコを吸う・偏った食事を取る・運動不足、アルコールの過剰飲酒、
ストレス過多など、毎日の生活習慣の積み重ねが大きな原因となります。
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問 市健康増進課｜  32-7890



問 市総務課｜  34-0403

結城市人事行政の運営等の状況を公表します
1 職員の任免及び職員数に関する状況
（1）職員採用の状況（令和2年4月1日採用：令和元年度採用試験）

区　　分 新規採用 再任用 計
行 政 職 9人 8人 17人
技 能 労 務 職 0人 0人 0人

計 9人 8人 17人
※行政職には、技能労務職以外のすべての職を含みます。
※新規採用の内訳は、事務6人、保育士2人、保健師1人となっています。
※再任用は、定年退職者等の中から期間を定めて採用された者で、
　うち1人がフルタイム雇用となっています。
（2）退職者数の状況（令和元年度）

定年 勧奨 普通 任期付任期満了 再任用任期満了 その他 計
8人 0人 1人 2人 0人 1人 12人

（3）職員数の状況
区　　分 平成31年4月1日 令和2年4月1日 比較増減

一 般 行 政 部 門 279人 287人 8人
教 育 部 門 42人 34人 △8人
公営企業等会計部門 55人 54人 △1人

計 376人 375人 △1人
※職員数は「地方公共団体定員管理調査」による職員数であり、県からの

派遣職員を含み、特別職、再任用職員（短時間）は除いています。
2 職員の給与の状況
（1）一般職の給与の主な内容（令和元年度）

給　料 職務・職責に応じて給料表に定める額を支給

扶養手当
配偶者 子 父母等

6,500円 10,000円 6,500円
※扶養親族である子のうち、満16歳から22歳の年度末までの子1人につき5,000円加算

地域手当 地域における民間の賃金水準を基礎とし、物価等を考慮して支給
結城市の支給率：3％（国が示す級地区分：7級地・3％）

通勤手当 電車、バス利用者 6カ月定期の価額を基本として1カ月あたり55,000円を限度として支給
自動車等使用者 通勤距離が片道2km以上で距離に応じて支給

期末手当
・

勤勉手当

区　分 期末手当 勤勉手当 計
6月期 1.300月 0.925月 2.225月
12月期 1.300月 0.975月 2.275月

計 2.600月 1.900月 4.500月
住居手当 家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給

退職手当

茨城県市町村総合事務組合の退職手当条例に基づき、給料、勤続年数などに応じて支給
区　　分 自己都合 勧奨・定年

勤 続 2 0 年 19.6695月 24.586875月
勤 続 2 5 年 28.0395月 33.27075月
勤 続 3 5 年 39.7575月 47.709月
最 高 限 度 額 47.709月 47.709月

　※職務の級などによる加算措置あり
（2）一般職の平均給料及び平均年齢の状況（令和2年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一 般 行 政 職 316,449円 41.1歳
技 能 労 務 職 319,150円 55.2歳

※地方公務員給与実態調査から算出した数値になります。
（3）一般職の初任給の状況（令和2年4月1日現在）

区　　分 大学卒 高校卒
一 般 行 政 職 182,200円 150,600円
技 能 労 務 職 － 147,900円

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間（令和元年度）

1週間の勤務時間 1日の勤務時間 週休日 休日

38時間45分
始業 終業 休憩時間 勤務時間

土・日曜日
国民の祝日に
関する法律に
定める休日お
よび年末年始
（12/29～1/3）8時30分 17時15分 12時～13時 7時間45分

※部署によっては、上記の勤務時間と異なる場合があります。
（2）休暇（令和元年度）

休暇の種類 内　　　　　　　容
年次休暇 一の年度につき20日間付与され、残日数は翌年度に20日まで繰越すことができる。
療養休暇 職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得

ないと認められる場合における休暇（※90日以内において必要と認める期間）
特別休暇 選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事由により職員

が勤務しないことが相当である場合として規則で定める場合における休暇

介護休暇
職員が要介護者の介護をするため、規則で定めるところにより、職員の申
し出に基づき、要介護者の各々が当該介護を必要とする一の継続する状
態ごとに、3回を超えずかつ通算して6月を超えない範囲内で指定する期間
内において勤務しないことが相当であると認められる場合における休暇

4 職員の休業に関する状況
（1）育児休業の取得者数（令和元年度）

男性職員 女性職員 計
0人 5人 5人

※子が3歳に達する日まで、職員の請求により休業することができます。な
お、育児休業期間中は無給です。

（2）部分休業の取得者数（令和元年度）
男性職員 女性職員 計

0人 5人 5人
※子が小学校就学前まで、職員の請求により1日の勤務時間のうち2時間

を限度として休業することができます。なお、育児休業時間は無給です。
5 職員の分限および懲戒処分の状況
（1）分限処分（令和元年度）

免職 降任 休職 降給 計
0人 0人 6人 0人 6人

（2）懲戒処分（令和元年度）
免職 停職 減給 戒告 計

0人 0人 1人 1人 2人
6 職員の服務の状況
（1）職務に専念する義務の免除の状況（令和元年度）

事　　　　由 人　　数
消防団活動 20人
福利厚生事業への参加 1人
中学校体育大会への審判員派遣 13人
北関東中学校野球大会への審判員派遣 24人
講習会等への参加 28人
結城市土地開発公社の職務に従事 6人
一般社団法人結城市国際交流協会の職務に従事 2人

計 94人
（2）営利企業などの従事許可の状況（令和元年度）

事　　　　由 人　　数
結城市土地開発公社の職務に従事 6人
一般社団法人結城市国際交流協会の職務に従事 2人

計 8人
7 職員の研修の状況

研　　修　　区　　分 人 数
市独自研修（8件） 231人
茨城県自治研修所市町村職員研修派遣（16件） 51人
県西都市人事協議会監督者第一部課程研修派遣 5人
国際文化アカデミー研修派遣：滋賀県大津市（1件） 1人
小山地区職員研修協議会研修派遣（5件） 16人
小山市単独研修派遣（2件） 9人
市町村海外派遣研修（茨城県市町村振興協会主催：1件） 1人

計 314人
8 職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）茨城県市町村職員共済組合の主な事業

事 業 名 内　　　　　　容
短期給付事業 病気・ケガ、出産、休業、災害、死亡などの際に、組合員と

その家族に保健医療などの必要な給付を行う事業
長期給付事業 組合員の退職、障害、死亡の際に、年金や一時金を給付する事業
福 祉 事 業 健康保持増進事業（健康診査など）や保養所の運営、

住宅資金等の貸付けなどの事業
（2）公務災害の状況（令和元年度）

公 務 災 害 認 定 件 数 3件
（3）健康診断の実施状況（令和元年度）

定期健康診断 人間ドック 胃がん検診 乳がん検診 子宮頸がん検診 ストレスチェック
180人 190人 13人 12人 16人 370人

（4）結城市職員互助会の福利厚生事業
主な事業 内　　　　　　容

福利厚生事業 職員球技大会の開催、クラブ活動費助成、人間ドック受診助成 など
共 済 事 業 病気見舞金、出産見舞金、死亡弔慰金、災害見舞金、生活資金貸付 など
（5）利益の保護の状況（令和元年度）

勤務条件に関する措置の要求件数 0件
不利益処分に関する審査請求件数 0件

「結城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、結城市の職員数、給与、勤務条件などの状況を公表します。

第
51
回
農
業
祭

11
月
14
日
、
市
民
情
報
セ
ン
タ

ー
み
ゆ
き
広
場
で
、
第
51
回
結
城

市
農
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
産
物
共
進
会
　
特
別
賞（
敬
称
略
）

結
城
市
長
賞　
　
　
奥
村　
直
人

結
城
市
議
会
議
長
賞

江
連　
利
郎

茨
城
県
議
会
議
員
賞

藤
井　
一
郎

農
業
委
員
会
会
長
賞

稲
葉　
邦
雄

結
城
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本　
良
之

入
賞
者
　
そ
の
ほ
か

園
芸
作
物
の
部

②
岡
本　
栄
一　
③
山
田　
伸
一

葉
菜
の
部

②
林　
　
イ
チ　
②
湯
本　
晃
弘

②
稲
葉　
政
則　
②
五
十
嵐
達
哉

③
後
上　
和
彦　
③
𠮷
川　
英
樹

③
鈴
木　
將
志　
③
大
木　
保

（
②
＝
2
等
、
③
＝
3
等
）

祭
り
ゆ
う
き
2
0
2
0

　
11
月
1
日
、市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ロ
ス
で「
祭
り
ゆ
う
き
２
０
２

０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
原
点
に
立
ち
返
り
「
踊

り
」
に
特
化
し
た
内
容
で
元
気
い

っ
ぱ
い
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

高
齢
者
等
実
態
調
査

11
月
6
日
、
結
城
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
か
ら
、「
高
齢

者
等
実
態
調
査
」
の
結
果
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

貴
重
な
調
査
結
果
を
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
活
用
し
ま
す
。

あわせて茨城県民生委員児童委員協議会
会長表彰の受賞報告が行われました

市長へ表彰報告の様子

結
城
紬
大
使
・
宮
本
貴
奈
さ
ん

表
敬10

月
30
日
、
本
市
出
身
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
結
城
紬
大
使
を
務
め
る

宮
本
貴
奈
さ
ん
が
、
小
林
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
完
成
し
た
新
作
の

報
告
と
と
も
に
本
市
の
音
楽
文
化

振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰

【
知
事
表
彰
】

瀧
田 

昌
孝
さ
ん

稲
葉 

敏
次
さ
ん

結
城
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
会

【
県
社
協
会
長
表
彰
】

佐
久
間 

健
一
さ
ん

鈴
木 

勇
さ
ん

富
士
見
町
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操

ベ
ン
チ
で
北
部
市
街
地
の
風
景
を

変
え
よ
う
‼

手
作
り
木
製
ベ
ン
チ
製
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

北
部
市
街
地
の
街
な
か
に
設
置

す
る
木
製
ベ
ン
チ
を
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
で
交
流
し

な
が
ら
製
作
し
ま
す
。

日
時

　
令
和
3
年
2
月
6
日
（
土
）

　
午
前
9
時
～
正
午

場
所

　
市
役
所
1
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

対
象

　
市
内
在
住
の
7
歳
以
上
の
方

　
※
9
歳
ま
で
は
保
護
者
同
伴

募
集
人
数　
20
人

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、

F
A
X
で
提
出

※
申
込
書
は
農
政
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
15
日
（
火
）

新
庁
舎
竣
工
式
典

完
成
市
民
見
学
会
を
開
催

11
月
8
日
、
市
役
所
新
庁
舎
竣

工
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
井
川
知
事
や
近
隣
市
町
の
首

長
の
ほ
か
、
市
関
係
者
・
工
事
関

係
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
、
新

庁
舎
の
完
成
を
祝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
完
成
市
民
見

学
会
を
開
催
し
、
抽
選
に
当
選
し

た
約
3
0
0
人
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
見
学
し
ま
し
た
。

左
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、
新
庁

舎
の
紹
介
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

申込・問合先
　市農政課　農業係
　〒307-8501 結城市中央町2-3
　TEL 34-0360　FAX 33-6629

表彰式の様子表彰式の様子
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

第
15
回
結
城
市
民
水
泳
大
会

優
勝
者

期
日
／
10
月
18
日
（
日
）

場
所
／
さ
さ
は
ら
水
泳
塾

《
1
・
2
年
》

服
部　
紗
良
（
城
西
小
1
年
）

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

奥
澤　
　
咲
（
城
西
小
1
年
）

25
m
背
泳
ぎ

初
山　
双
葉
（
絹
川
小
2
年
）

25
m
自
由
形
・
50
m
自
由
形

若
林　
葵
陽
（
結
城
小
2
年
）

50
m
平
泳
ぎ

寺
中　
莉
咲
（
結
城
小
2
年
）

50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

橋
本　
　
怜
（
結
城
小
1
年
）

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
・
50
m
平
泳
ぎ

張
替　
斗
羽
（
結
城
西
小
2
年
）

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー・50
m
自
由
形

鈴
木　
悠
晴
（
結
城
西
小
2
年
）

25
m
背
泳
ぎ
・
自
由
形

工
藤
慎
一
朗
（
城
西
小
2
年
）

25
m
平
泳
ぎ

本
田　
遥
音
（
結
城
西
小
2
年
）

50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

《
3
・
4
年
》

清
水　
宙
来
（
上
山
川
小
4
年
）

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

鈴
木　
彩
芽
（
結
城
西
小
4
年
）

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
・
50
m
自
由
形

佐
藤　
瑠
生
（
結
城
西
小
3
年
）

25
m
平
泳
ぎ

弦
巻　
凪
咲
（
結
城
小
4
年
）

25
m
バ
タ
フ
ラ
イ

佐
久
間
桃
花
（
結
城
小
3
年
）

25
m
自
由
形

高
木　
　
光
（
城
西
小
4
年
）

50
m
背
泳
ぎ
・
50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

中
山
莉
彩
菜
（
城
南
小
3
年
）

50
m
平
泳
ぎ

瀧
澤　
篤
輝
（
結
城
小
3
年
）

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー・50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

高
杉　
徠
斗
（
結
城
西
小
4
年
）

2
0
0m
個
人
メ
ド
レ
ー・50m
自
由
形

爲我井　勝太郎 さん

山田　つは さん

水沼　フデ さん

古澤　とよ さん

赤荻　仲造 さん

澤口　チイ子 さん古山　タカ さん

旭
日
双
光
章

　
秋
元
　
昇 

さ
ん（
宮
﨑
）

瑞
宝
単
光
章

　
清
水
　
眞
美 

さ
ん（
西
町
）

結
城
市
議
会
議
員
と
し
て
、
平

成
15
年
の
当
選
か
ら
平
成
31
年
ま

で
4
期
16
年
に
わ
た
り
、
議
会
の

運
営
と
地
域
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
、
議
長
や
副
議
長
、
各

種
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
要
職
を

歴
任
し
、
特
に
産
業
・
建
設
委
員

会
委
員
長
と
し
て
、
農
業
の
発
展

や
地
場
産
業
の
振
興
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
な
ど
に
力
を
注
が
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
や
結

城
用
水
土
地
改
良
区
総
代
と
し
て

農
業
基
盤
整
備
に
尽
力
す
る
な
ど
、

農
業
や
産
業
政
策
の
推
進
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

秋
元
さ
ん
は
「
こ
の
度
は
、
図

ら
ず
も
旭
日
双
光
章
を
拝
受
い
た

し
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
賜
物
と

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
精
進

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒
相
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

昭
和
55
年
に
宗
教
法
人
弘
経
寺

結
城
明
照
保
育
園
に
保
育
士
と
し

て
就
職
し
、
平
成
3
年
に
主
任
保

育
士
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
28
年
に
退
職
す
る
ま
で

の
36
年
間
、
日
々
の
保
育
業
務
と

と
も
に
保
育
士
の
指
導
や
育
成
、

給
食
の
献
立
作
成
を
行
い
、
食
育

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
保
育
提
供
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
「
図
ら
ず
も
、
今

回
、
栄
誉
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、

恐
縮
し
つ
つ
も
大
変
感
激
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
家
族
の
支
え
や
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
と
い
う
大
切
な
仕

事
に
、
永
い
間
係
わ
れ
た
こ
と
を

幸
せ
に
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来

と
そ
の
家
族
や
地
域
の
た
め
に
、

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

石
澤　
夢
樹
（
城
南
小
3
年
）

25
m
平
泳
ぎ
・
25
m
自
由
形

高
杉　
琉
斗
（
結
城
西
小
4
年
）

50
m
背
泳
ぎ

高
野　
裕
剛
（
結
城
小
4
年
）

50
m
平
泳
ぎ

《
5
・
6
年
》

中
原　
心
結
（
城
西
小
5
年
）

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

吉
村　
花
歩
（
結
城
西
小
6
年
）

2
0
0m
個
人
メ
ド
レ
ー・
50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

平
木　
桜
叶
（
城
西
小
5
年
）

25
m
背
泳
ぎ

大
里
し
ず
く
（
城
西
小
5
年
）

25
m
平
泳
ぎ

菊
池　
結
子
（
結
城
西
小
6
年
）

50
m
平
泳
ぎ

臼
井　
肇
埜
（
結
城
西
小
6
年
）

50
m
自
由
形

菅
野　
壮
大
（
城
南
小
6
年
）

1
0
0
m・2
0
0m
個
人
メ
ド
レ
ー

大
久
保
陸
翔
（
城
南
小
5
年
）

25
m
平
泳
ぎ

登
坂　
太
晴
（
結
城
西
小
6
年
）

50
m
背
泳
ぎ

高
倉　
将
人
（
結
城
小
5
年
）

50
m
平
泳
ぎ

本
田　
飛
羽
（
結
城
西
小
6
年
）

50
m
自
由
形

《
中
1
・
中
2
年
》

村
山　
　
萌
（
結
城
東
中
1
年
）

1
0
0
m・2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

高
木　
　
恋
（
結
城
東
中
1
年
）

50
m
背
泳
ぎ

井
上　
茉
優
（
結
城
東
中
2
年
）

50
m
平
泳
ぎ

小
島　
琉
愛
（
結
城
東
中
2
年
）

50
m
バ
タ
フ
ラ
イ

玉
城
ア
イ
リ
（
結
城
中
2
年
）

50
m
自
由
形

菅
野　
慶
吾
（
結
城
中
2
年
）

1
0
0m
個
人
メ
ド
レ
ー
・
50m
平
泳
ぎ

赤
木　
結
翔
（
結
城
中
2
年
）

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

山
本
勘
太
郎
（
結
城
中
2
年
）

50
m
背
泳
ぎ
・
50
m
自
由
形

祝
　
百 

寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー

11
月
6
日
、
県
内
各
地
で
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
虐
待
防
止
啓
発
を
目

的
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
た
す
き
を
つ
な

ぐ
活
動
で
、
本
市
を
経
由
し
て
県

庁
ま
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

災
害
情
報
を
ラ
ジ
オ
で
放
送

10
月
29
日
、
株
式
会
社
茨
城
放

送
と
「
災
害
時
に
お
け
る
放
送
要

請
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

災
害
時
に
、
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
を
、茨
城
放
送
（
ラ
ジ
オ
）

を
通
じ
て
緊
急
放
送
し
ま
す
。

災
害
時
の
電
力
復
旧
な
ど
で
連
携

11
月
2
日
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
下
館
支
社
と

「
災
害
時
に
お
け
る
停
電
復
旧
の

連
携
等
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
、
重
要
施
設
の
早
期

電
力
復
旧
や
道
路
障
害
物
の
撤
去

な
ど
で
連
携
し
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
車
両
の
燃
料

を
優
先
供
給

11
月
17
日
、
茨
城
県
石
油
商
業

組
合
結
城
支
部
と
「
災
害
時
に
お

け
る
燃
料
の
優
先
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
時
に
、
災
害
応
急

対
策
車
両
な
ど
の
燃
料
が
優
先
的

に
供
給
さ
れ
ま
す
。
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収
集
し
た
不
燃
ご
み
か
ら
火
災
が
発
生
‼

出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う

10
月
、
不
燃
ご
み
の
収
集
作
業
中
に
、
収
集
し
た
ご
み
か
ら
出
火
す
る
火

災
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
危
険
物
や
、
小
型
家
電
製
品
の
充
電
池
な
ど
に
よ
っ

て
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
燃
ご
み
の
出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険
物
の
出
し
方

①
使
い
切
る

②
穴
を
あ
け
る

③
ほ
か
の
不
燃
ご
み
と
は
分
け
る

※
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
①
使
い
切
る
③

ほ
か
の
不
燃
ご
み
と
は
分
け
る
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
穴
を
あ
け
る
際
は
、
使
い
切
っ

て
か
ら
火
気
が
な
く
風
通
し
の
よ
い
屋
外

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
穴
あ
け
器
具
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

小
型
家
電
製
品
の
出
し
方

充
電
池
・
乾
電
池
を
取
り
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
外
し
た
充
電
池
の
処
分
方
法

①
家
電
量
販
店
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
に
持
っ
て
い
く

②
有
害
ご
み
と
し
て
出
す

※
処
分
の
際
は
、
端
子
部
分
に
テ
ー
プ
な
ど
を
貼
り
絶
縁
処
理

を
し
て
く
だ
さ
い
。

結
城
紬
ユ
ネ
スコ
無
形
文
化
遺
産

登
録
10
周
年
記
念
式
典

き
も
の
day
結
城

問  

市
商
工
観
光
課
　
　
34
‐
0
4
2
1

きもので
彩る

結城の晩秋

　

〈ユーシン生活応援プランのご案内〉

地元とともに 心はひとつ 本　　店 ☎（32）2111
南 支 店 ☎（33）3171
城南支店 ☎（33）0811

■しんきん保証基金5商品（リフォームプラン・カーライフプラン・教育プラン・一般個人
　ローン・しんきんカードローン）のインターネットによる申込取扱いを行っています。

■結城信用金庫では、毎月第2日曜日の午前中に、ローンのお客様宅へお伺いして融資の
　ご相談をお受けするサービスを行っております。平日、お仕事等でご来店いただけない
　お客様は、お気軽に下記の店舗までお電話下さい。
■ご相談内容（個人向けのお客様）お車の購入、教育資金、住宅の新築・改築、住宅ローンの
　借り換え等に必要な資金のご相談。

〈休日相談訪問活動のご案内〉

住宅ローン、マイカーローン、教育ローンはユーシンへ！結城ブランド認定
まゆげった弁当、ご注文承ります
結城市民情報センター3Ｆでも
ご利用できます 20名～300名

☎0296-22-7702

　人々の生活に必要不可欠な医療・看護・福祉・教育等
（エッセンシャルワーク）の分野で活躍する方々の社会的評
価やニーズがさらに高まります。当学院では、幅広い年齢層
（20代～40代）の生徒が学び、卒業後は地域医療の最前線
で活躍しています。

※下館南中学校そば ホームページ

コロナ禍で奮闘する
医療従事者の皆様に
感謝とエールを贈ります。

ー 社会人経験者多数在籍 ー

募集要項頒布中／入学相談・学院見学・随時受付中

筑西市二木成827-1

問  

市
生
涯
学
習
課
　
　
32
‐
1
9
3
1

問　
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
　
男
女
共
同
参
画
係

　
　

54
‐
7
0
0
8

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
～
た
ま
ま
ゆ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
第
3
次
基
本
計
画
策
定
中
！
～

本
市
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
「
た
ま
ま
ゆ

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
第
3
次
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

公
募
の
市
民
の
方
や
各
市
民
団
体
の
代
表
者
な
ど
を
策
定
委
員

と
し
て
、
計
画
の
基
本
理
念
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
1
月
に
か
け
て
、
こ
の
第
3
次
基
本
計
画
に
対

す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
が
計
画
や
条
例
な
ど
を
策
定
す
る
と
き
に
、

そ
の
案
を
公
表
し
て
市
民
の
方
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
市
が
意
思

決
定
を
す
る
際
の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

ひ
と
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

山
川
小
学
校
「
い
じ
め
を
な
く
そ
う
集
会
」

山
川
小
学
校
で
は
、「
自
ら
学
び
、
人
間
性
豊
か
で
心
身
と
も
に
た
く

ま
し
く
生
き
る
山
川
の
子
」
を
目
標
と
し
て
、
人
権
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

毎
年
9
月
に
は
「
い
じ
め
を
な
く
そ
う
集
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

児
童
み
ず
か
ら
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
で
、
山
川
小
か

ら
い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
す
る
児
童
を
育
て
、
い
じ
め
を
未
然
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
集
会
で
は
、「
い
じ
め
を
な
く
す
行
動
宣
言
」
を
学
年
ご
と
に

発
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
い
じ
め
を
な
く
す
行
動
宣
言
」

1
年
生

　と
も
だ
ち
を
た
す
け
よ
う  

や
さ
し
く
し
よ
う  

た
い
せ
つ
に
し
よ
う

え
が
お
に
し
よ
う   

わ
る
ぐ
ち
を
い
わ
な
い

　み
ん
な
の
こ
こ
ろ
を

き
ず
つ
け
な
い  

げ
ん
き
な
ク
ラ
ス

　や
さ
し
い
ク
ラ
ス

2
年
生

　お
と
も
だ
ち
が
え
が
お
に
な
る
あ
っ
た
か
い
こ
と
ば
を
ふ
や
し
ま
す

　
　
　
　お
と
も
だ
ち
が
か
な
し
い
か
お
に
な
る
チ
ク
チ
ク
こ
と
ば
を
へ
ら
し

ま
す

　
　
　
　そ
し
て
優
し
さ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
す

3
年
生

　え
が
お
い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
ス
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　①
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
す

　
　
　
　②
思
い
や
り
を
も
っ
て
行
動
し
ま
す

　
　
　
　③
言
葉
に
気
を
つ
け
ま
す

4
年
生

　自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
『
絶
対
に
し
な
い
』

　
　
　
　一
人
一
人
が
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
で
き
る

　
　
　
　優
し
い
笑
顔
1
0
0
％
の
ク
ラ
ス

5
年
生

　自
分
の
言
葉
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

　
　
　
　み
ん
な
の
心
が
傷
つ
く
前
に  

勇
気
を
出
し
て

　
　
　
　自
分
か
ら
助
け
て
あ
げ
ま
す

　
　
　
　冷
た
い
言
葉
・
強
い
言
葉
は
使
わ
ず
に

　
　
　
　温
か
い
言
葉
・
優
し
い
言
葉
を
使
い
ま
す

　
　
　
　思
い
や
り
を
も
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
　楽
し
い
ク
ラ
ス
に
し
ま
す

6
年
生

　見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
で
自
分
か
ら
助
け
ま
す

　
　
　
　言
う
前
に
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ま
す

　
　
　
　楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
ク
ラ
ス
に
し
ま
す

「たままゆプラン」愛称の由来
「たままゆ」とは、2頭以上の蚕が一つの繭を
作ったもので、昔は細の原料にも使われました。
これをヒントに、男女が共同作業により

「一つの繭」に見立てた男女共同参画社会を
目指そうとの願いから案出されたものです。

11
月
7
日
、
市
民
情
報
セ
ン

タ
ー
で
、
結
城
紬
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
を

祝
う
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
場
結
城
紬
を
地
場
産
業
と

す
る
本
市
と
栃
木
県
小
山
市
の

共
催
で
、
関
係
者
約
1
8
0

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
結
城
紬

技
術
保
持
者
の
表
彰
や
両
市
民

が
参
加
し
た
き
も
の
シ
ョ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
、
伝
統
の
技
と
文

化
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
14
日
～
15
日
に

は
、
北
部
市
街
地
を
着
物
で
散

策
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
き
も
の

d
a
y
結
城
」
を
開
催
。
2

日
間
で
約
1
，3
5
0
人
が
参

加
し
、
思
い
思
い
の
着
物
を
楽

し
む
人
で
賑
わ
っ
た
ほ
か
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
出
展
な
ど
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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結
城
市
徘
徊
高
齢
者
等

　
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

元生き
だより

げん い

いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！

○捜索時の流れ

市
で
は
、
認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
身
元
不
明
者
が
保
護

さ
れ
た
際
、
速
や
か
に
行
方
不
明
者
の
発
見
や
身
元
不
明
者
の
特
定
に
つ
な

げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

 

対
象
者

市
内
に
居
住
ま
た
は
住
所
を
有

し
、
65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者

お
よ
び
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
方

 

事
前
登
録

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
登
録
で
き
ま
す
。
登
録
し
た
情

報
は
結
城
警
察
署
に
情
報
提
供
し

ま
す
。

行
方
不
明
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
の
名
前
や
特
徴
、
写
真
な
ど

の
情
報
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

早
期
発
見
・
保
護
に
つ
な
が
り
ま

す
。

 

茨
城
県
お
か
え
り
マ
ー
ク

靴
や
杖
、
衣
服
な
ど
身
の
回
り
の
物
に
つ
け
て
お
け
る
防
水
反
射
素
材
や
、

ア
イ
ロ
ン
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

窓
口
で
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
●
問
合
先
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

34
‒
０
3
２
4 

好評販売中
グループホーム・企業内保育所グループホーム・企業内保育所

結 婚 相 談 室結 婚 相 談 室
相談室

体験入会活動費
男性 10,000円　女性 5,000円　登録費は別途必要

※公的書類の提出・面接可能な方！！

※お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

今すぐ、勇気を出して☎0280-30-7070
チャペルチャペル

No.482

減
塩
し
て
い
ま
す
か
？

口こ
う

け
ん
　 

広
場
2020

虫
歯
の
重
症
化

口
歯
は
「
硬
組
織
」
と
い
う
硬
い
物
質
で

で
き
て
お
り
、
そ
の
中
の
芯
に
な
る
部
分
を

「
象
牙
質
」と
いい
ま
す
。
象
牙
質
の
表
面
は

「
エ
ナメ
ル
質
」
と
い
う
厚
さ
1
mm
程
度
の
組

織
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
象
牙
質
を
守
っ
て
い

ま
す
。
象
牙
質
の
中
は
「
歯
髄
（
し
ず
い
）」

と
い
う
神
経
や
血
管
の
あ
る
組
織
で
満
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

象
牙
質
を
守
る
エ
ナ
メ
ル
質
も
、
虫
歯
菌

の
出
す
酸
に
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
る
と
、
表
面

に
白
色
の
変
化
が
生
じ
、
さ
ら
に
放
置
す
る

と
エ
ナ
メ
ル
質
が
崩
壊
し
て
虫
歯
（
歯
に
穴

が
開
い
た
状
態
）
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

進
行
す
る
と
、
虫
歯
は
す
ぐ
に
象
牙
質
、
そ

し
て
歯
髄
に
達
し
、
神
経
を
刺
激
し
て
強
い

痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
過
で
虫
歯
は
重
症
化
し
ま
す
。

虫
歯
の
重
症
化
の
予
防
は
、
初
期
の
対

応
に
か
かっ
て
い
ま
す
。
エ
ナ
メ
ル
質
の
表
面

に
白
色
の
変
化
が
生
じ
た
段
階
で
、
フッ
素

塗
布
な
ど
予
防
処
置
を
す
る
こ
と
で
進
行

を
止
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
色

の
変
化
も
初
期
段
階
は
見
つ
け
に
く
い
の
で
、

定
期
的
な
歯
の
検
診
が
大
切
で
す
。

（
結
城
市
歯
科
医
師
会
）

細菌（中耳炎や膀胱炎などの原因）もウイルス（か
ぜ、インフルエンザやコロナの原因）も人間や動物
に対して感染症を引き起こす微生物です。細菌は
細胞を持っており、自力で増殖することができるの
に対して、ウイルスは細胞もなく自力で増殖もできま
せん。そのため、ウイルスは動植物の細胞に入って
増殖します。

よく聞く抗生剤とは、主に細菌を対象として増殖
や生存に必要な細胞壁や細胞膜といった構造を壊
すことで細菌を殺すものです。しかし、ウイルスはそ
のような細胞を持っていないので、抗生剤ではウイ
ルスを殺すことができません。ウイルスはタンパク質
の殻に遺伝子が入っているだけの簡単な構造をして
おり、性質を変化しやすいので、コロナウイルスの
薬を作ろうとしても形が変化してしまいます。よって、
ウイルス（かぜなど）の薬を作るのは難しいのです。 

（結城市薬剤師会）

細菌とウイルスの違いとは？

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準
（
2
0
2
0
）」
で
は
、

塩
分
摂
取
量
は
1
日
当
た
り
男
性

7
·
5
g
未
満
、
女
性
6
·
5g
未
満

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
民
の

1
日
当
た
り
の
塩
分
摂
取
量
（
2
0
1
6
）
は
、
男
性

11
·
4
g
、
女
性
9
·
7
g
と
の
報
告
が
あ
り
、
男
女
と

も
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

塩
分
が
体
内
に
入
る
と
、
血
液
中
の
塩
分
濃
度
が
高
ま

り
、
そ
れ
を
薄
め
よ
う
と
水
分
が
引
き
込
ま
れ
、
血
液
の

流
量
が
増
え
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
を

送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
る
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、

高
血
圧
か
ら
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
塩

分
を
排
出
す
る
腎
臓
に
も
負
担
が
か
か
り
、
腎
不
全
の
リ

ス
ク
も
上
昇
し
ま
す
。

茨
城
県
民
は
、
脳
卒
中
や
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
血
管

疾
患
で
の
死
亡
率
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
予
防
に
は
減
塩
が

重
要
で
す
。

〈
減
塩
の
工
夫
〉

①
麺
類
の
汁
は
飲
ま
な
い

②
減
塩
醤
油
に
す
る
、醤
油
は「
か
け
る
」か
ら「
つ
け
る
」へ

③
お
弁
当
の
漬
物
は
残
す

④
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
の
汁
物
は
1
日
1
杯
ま
で

⑤
ハ
ム
や
ね
り
製
品
な
ど
の
加
工
食
品
は
控
え
め
に

な
お
、
食
品
に
は
栄
養
成
分
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
塩
相
当
量
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
商
品
も
あ
り

ま
す
が
、「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
食
塩
＝
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
の

で
、
食
塩
中
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
ま
す
。

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
（
m
g
）
×
2
·

54
÷
1
0
0
0
＝
食

塩
相
当
量
（g
）
」

ま
た
は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
約
4
0
0
m
g
＝
食
塩
相
当

量
1
g
」
で
覚
え
て
お
く
と
、
計
算
し
や
す
い
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
減
塩
を
少
し
ず
つ
意
識
し
て
生
活
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
市
医
師
会
）

1213

市介護保険課 介護認定係　 　54 − 7001

◎シリーズ　介護保険

要介護認定の申請
介護サービスを利用して、生きいきとした
自分らしい生活を送りましょう
ホームヘルパーやデイサービス、介護保険施設
入所などの介護サービスを利用するためには「要
介護認定」を受ける必要があります。
申請から介護度が決まるまで約1カ月かかりま
す。申請の際には「介護保険被保険者証」が必要
です。

申請からサービス利用までの流れ
①介護保険課窓口で申請
申請は本人のほか家族でも構いません。また、
次の施設でも申請の依頼ができます。
・地域包括支援センター　・居宅介護支援事業者
・介護保険施設

②認定調査員による調査
認定調査員が自宅を訪問し、身体の状態や生活
の様子を調査します。定められた項目に従って調
査員が質問し、普段の暮らしぶりなどについて伺
う場合もありますので、できるだけ具体的に日ご
ろの状況を伝えてください。

③主治医意見書の取り寄せ
かかりつけ医から主治医意見書を取り寄せます。
意見書は、市から医療機関に直接依頼します。

④要介護度の審査
介護認定審査会で要介護度が決まり、自宅に結
果が届きます。保健・医療・福祉の専門家が審査
します。

⑤介護支援専門員（ケアマネジャー）と相談
要支援・要介護認定を受けた方は、介護支援専
門員（ケアマネジャー）と相談し、利用するサー
ビスの計画を立てます。
ケアマネジャーは利用者からの相談に応じて、
利用者の希望や心身の状態にあったサービスが利
用できるように導いてくれる、介護の専門家です。

⑥サービス開始



結城市今宿 828-5

総合ビル管理
（有）ジェイ・プランニング
代表取締役 久保野谷 淳一

正社員募集中
年齢関係なく活躍中！
TEL 0296-35-3331

初泳ぎ無料
1/4（月），5（火），6（水） 11:00～13:30

はじめての2日間コース

①12/1・4
火 金 水 土 受 講 料

②12/2・5 1期間2,000円

1期間
8,500円

幼園児

上達の5日間コース
12/25（金）～29（火） 

5才～中学生

12/29（火）泳力検定実施（別途申込）
8：50～10：20 

プールにプールに

サンタサンタ
12/15（火）
  　～21（月）

詳しくはお問合せ下さい！！
がやってくるがやってくる

員数：1点　　　材質：コナラ
時代：古墳時代後期（500年代ごろ）
指定：令和2年10月28日

員数：16点　　　材質：粘土
時代：奈良時代（700年代初めごろ）
指定：令和2年10月28日

塑像（一部）
衣紋部

右脚部

蓮華座

頭髪

市の人口・51,304人（男：25,954人・女：25,350人／20,770世帯） 11月1日現在

ゆうき図書館
34-0150

の日が休館日となります。

12月の図書館カレンダー

　

開館時間　午前9時 ～午後7時

ホームページ

ツイッター

日 月 火 水 木 金 土

通常版
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1
階
イ
ベ
ン
ト
棚

『
ク
リ
ス
マ
ス
』

　
12
月
25
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
た

街
並
み
や
、
家
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
す
か
？

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵
本

を
た
く
さ
ん
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
階
イ
ベ
ン
ト
棚

『
ハ
ン
コ
』

「
知
る
」・「
作
る
」・「
結
ぶ
」を

切
り
口
に
、
ハ
ン
コ
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

【
4
月
・
5
月「
5
カ
月
児
健
康
診

査
」未
受
診
の
方
へ
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！
】

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ

ッ
ク
と
し
て
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
に
絵
本
2
冊
と

案
内
な
ど
を
入
れ
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
対
象　
令
和
2
年
4
月
・
5
月

に
5
カ
月
児
健
康
診
査
の
対
象

に
な
っ
て
い
た
方

（
令
和
元
年
10
月
・
11
月
生
ま
れ

の
方
）

●
場
所　
ゆ
う
き
図
書
館　
1
階

貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー

※
対
象
者
の
氏
名
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

●
期
間　

令
和
3
年
3
月
31
日

（
水
）ま
で　

※
ゆ
う
き
図
書
館
の
休
館
日
を
除
く
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、来
館
の
際
は
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

・
手
指
の
消
毒

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
自
動
貸
出
機
で
の
貸
出
（
貸
出

可
能
資
料
の
み
）

・
屋
外
返
却
用
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

か
ら
の
返
却
（
視
聴
覚
資
料
、

相
互
貸
借
資
料
を
除
く
）

・
3
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

の
防
止

～
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
～

ク
リ
ス
マ
ス
に
あ
わ
せ
て
、
冬
の
野
菜
い
っ
ぱ
い
の

ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
の
ポ
ッ
ト
パ
イ
は
い
か
が
で
す
か
。

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
は
、
ビ
タ
ミ

ン
C
を
多
く
含
み
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C
は
体
の
細
胞
同

士
を
結
ぶ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
作
る
の
に
不
可
欠
な
栄
養
素

で
す
。
特
に
さ
つ
ま
芋
の
ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
熱
に
強
い

特
性
が
あ
り
風
邪
予
防
や
美
容
、
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
も
豊
富

で
腸
の
健
康
維
持
に
も
良
い
野
菜
で
す
。

ま
た
、
結
城
市
で
生
産
量
の
多
い
白
菜
を
使
用
し
ま
す
。
白
菜
は
、
カ
リ
ウ
ム
を

た
っ
ぷ
り
と
含
み
塩
分
を
体
外
に
排
出
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
シ
チ
ュ
ー
の
中
に
溶

け
だ
し
た
栄
養
も
し
っ
か
り
と
取
れ
て
体
も
温
ま
る
料
理
で
す
。

エネルギー
121kcal

たんぱく質
3.2g

塩分
0.3g

クリームシチューのポットパイ

①玉ねぎは半分に切り薄切りにする。サツマイモは、よく洗って皮付きのまま1cm角切り
にする。しめじは、石づきを切ってほぐす。人参は、いちょう切りにし、ブロッコリーは、茎
の根元を切り房を小分けにする。白菜は2cm角切りにする。

②鍋に鶏こま肉を入れて炒め、鶏肉に火が通ったらいったん火を止める。①を入れてバ
ターと薄力粉を野菜にからめ、水とコンソメを入れて野菜が柔らかくなるまで煮る。

③②に牛乳を入れてひと煮たちさせる。
④③を冷ましてから器に盛りパイ生地をかぶせる。パイ生地の上にはけで卵黄を塗る。
⑤220℃で予熱したオーブンで焼き色がつくまで10分ほど焼いて、180℃で10分ほど
さらに加熱し、できあがり。

POINT!！ パイ生地を延ばしすぎると上手く膨らまないので、小さめの器に
シチューを入れた方がきれいな仕上がりになります。

鶏こま肉………100g
白菜……………  60g
玉ねぎ…………120g
しめじ…………  50g
サツマイモ……100g
人参……………  30g
ブロッコリー…  80g

薄力粉………… 大さじ3
（市販のシチューの素でも可）
バター………20g
牛乳…………300ml
コンソメ……小さじ1
パイシート…2枚
卵黄…………1個
（パイのうえに塗るためのもの）

材 料 ～4人分～

※1人分当たりの
　栄養成分

結ゆ
う
き
さ
く

城
作
出し

ゅ
つ
ど土
木も

っ
か
ん棺

こ
の
木
棺
は
、
昭
和
32
年
2
月
4
日
に
結
城

作
地
内
か
ら
出
土
し
た
古
墳
時
代
の
棺ひ
つ
ぎで
す
。

長
さ
は
、
縦
約
4
4
7
c
m
、
横
幅
約
52
～

56
c
m
で
、
縄
を
縛
る
た
め
の
突
起
が
見
ら
れ
、

制
作
時
の
手ち
ょ
う
な斧
の
痕
跡
が
随
所
に
確
認
で
き
ま

す
。木

棺
の
出
土
例
は
全
国
で
も
少
な
く
、
茨
城

県
に
お
い
て
は
唯
一
の
例
で
あ
る
た
め
、
全
国

的
に
見
て
も
極
め
て
希
少
で
重
要
な
資
料
で
す
。

現
在
、
保
存
・
修
復
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結ゆ
う
き城
廃は

い
じ寺
跡あ

と

出し
ゅ
つ
ど土
塑そ

ぞ
う像

昭
和
63
年
度
に
実
施
し
た
結
城
廃
寺
跡
（
結

城
市
上
山
川
）
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
ま
し
た
。

塑
像
と
は
、
心し
ん
ぎ木
に
藁わ
ら
な
わ縄
な
ど
を
巻
き
付
け
、

粒
子
の
荒
い
荒
土
か
ら
細
か
い
仕
上
げ
土
へ
と

順
次
盛
り
あ
げ
、
ヘ
ラ
や
指
で
造
形
す
る
仏
像

の
こ
と
で
す
。
奈
良
時
代
前
期
に
唐
か
ら
伝
わ

り
、
奈
良
時
代
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

関
東
地
方
で
は
、
下し
も
つ
け野
薬や
く
し
じ
師
寺
（
栃
木
県
下

野
市
）
や
山さ
ん
の
う王
廃は
い
じ寺
（
群
馬
県
前
橋
市
）
と
い

っ
た
各
県
を
代
表
す
る
古
代
寺
院
か
ら
出
土
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
出
土
例
は
少
な
く
、
貴

重
な
も
の
で
あ
り
、
結
城
廃
寺
跡
の
性
格
を
知

る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
す
。

元
公
民
館
設
置
の
道
標
の

情
報
を
探
し
て
い
ま
す

現
在
解
体
中
の
元
公
民
館
の
敷
地
内
に
、

江
戸
時
代
ご
ろ
の
道
標
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

石
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
お
そ
ら

く
多
功
街
道
（
結
城
境
線
）
沿
い
に
建
て

ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
情
報
を
お
持
ち
の
方
、
些
細
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
生
涯
学
習
課

文
化
係
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

⇒　
道
標
「
従こ
れ
よ
り
き
た
ゆ
う
き
り
ょ
う

是
北
結
城
領
」
と

  　

  

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

市
生
涯
学
習
課
文
化
係

　
　
　
　

 　

32
‒
1
9
3
1 

結
城
市
指
定
文
化
財
が
増
え
ま
し
た
！

従
　
是
　
北
　
　
結
　
城
　
領

1415


